
仙台市の財政状況

平成２５年１０月

第１２回市場公募地方債発行団体
合同ＩＲ説明会 説明資料



1

目次 １

仙台市の概要 ２

仙台市へのアクセス ３

仙台市の経済 4
仙台NEWS                                                     ５，６

仙台市震災復興計画 ７

復興計画の事業費概算 ８

東日本大震災に係る財源確保 ９，１０

平成２５年度予算の重点施策 １１

一般会計当初歳入予算の推移 １２

一般会計当初歳出予算（性質別）の推移 １３

一般会計歳入≪決算≫の推移 １４

一般会計歳出≪決算≫の推移 １５

（参考）震災関連事業費の状況（速報値） １６

実質収支の状況（普通会計決算） １７

プライマリーバランスの状況（普通会計決算） １８

平成２４年度特別会計決算の概要 １９

平成２４年度企業会計決算の概要 ２０

一般会計市債残高の状況 ２１

市民一人当たり市債残高（普通会計） ２２

一般会計公債費の推移 ２３

市債発行の状況（一般会計＋特別会計） ２４

各種基金の状況 ２５

主な基金残高の推移 ２６

基金残高の他都市比較（普通会計） ２７

外郭団体の状況 ２８

外郭団体の平成２４年度決算状況 ２９

土地開発公社の状況 ３０

健全化判断比率・資金不足比率 ３１

財政力指数・経常収支比率・実質公債費比率 ３２

仙台市の行財政改革 ３３

～行財政改革プラン2010〈中間見直し〉

地下鉄東西線事業について ３４

地下鉄東西線事業の財政的裏づけ ３５

今後の財政状況の見通し(普通会計ベース） ３６

平成２５年度市場公募地方債発行計画 ３７

本資料に関するお問合せ先 ３８

目 次



2

仙台市は，1600年に伊達政宗公が居城を定めて以来，雄藩の城下町として栄え，平成元（1989）年に東北で初

めての政令指定都市となりました。「杜の都」と呼ばれる豊かな自然環境，「学都」としての高度な研究開発機能を
有し，東北の政治・経済・学術・文化の中枢都市として発展してきました。

平成23（2011）年3月11日の東日本大震災では，甚大な被害を受けましたが，一日も早い復興に向けて力強く

歩んでいます。

人口 約10７万人

世帯数 約48万世帯

面積 785.85k㎡

自然 市街地から奥羽山麓まで市域面積

約6割が緑に覆われた「杜の都」

気候 太平洋に面した海洋性気候のために

寒暖の差が少ない

仙台市の概要
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年間観光客数1,855万人
（平成24年度）

全国から観光客を集める夏
の「仙台七夕まつり」を始め，
伝統的な春の「仙台・青葉まつ
り」，市民の活動から始まり新
たなイベントとして定着した秋
の「定禅寺ストリートジャズフェ
スティバル」，冬の「SENDAI光
のページェント」など，季節ごと
の祭りがあります。 仙台七夕まつり仙台・青葉まつり

定禅寺ストリートジャズ
フェスティバル

SENDAI光の

ページェント
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仙台市へのアクセス

東京から新幹線で約１時間半。また，国内主要8都市，海外8都市とは，空路で結節
されています。 （平成25年10月現在）

仙台市への最短所要時間

◎新幹線

東京 ⇔ 仙台 1時間30分

新青森 ⇔ 仙台 1時間33分

秋田 ⇔ 仙台 2時間11分

◎航空国内線

札幌 ⇔ 仙台空港 1時間

成田 ⇔ 仙台空港 55分

名古屋（中部） ⇔ 仙台空港 1時間5分

大阪（伊丹） ⇔ 仙台空港 1時間10分

福岡 ⇔ 仙台空港 1時間40分

◎航空国際線

ソウル ⇔ 仙台空港 2時間10分

長春 ⇔ 仙台空港 運休中

大連/北京 ⇔ 仙台空港 運休中

上海/北京 ⇔ 仙台空港 運休中

台北 ⇔ 仙台空港 3時間15分

グアム ⇔ 仙台空港 3時間

ホノルル ⇔ 仙台空港 8時間45分
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14.5％53.0万人365.0万人従業者数

11.3％45,845事業所404,617事業所事業所数

3.2％4,619億円14兆2,542億円製造品出荷額等

30.4％8兆1,912億円26兆9,435億円年間商品販売額

13.4％4兆1,603億円31兆85億円GDP

11.2％104.6万人933.5万人人口

東北における割合仙台東北

仙台市の経済

更なる発展の可能性

自動車産業をはじめとした工
場建設のほか，大規模コール
センターやバックオフィスが進
出するなど，仙台市は，東北
経済の中心として一層の注目
を浴びています。

■トヨタ自動車東日本

（大衡村，2012年7月発足）

■東京エレクトロン

（仙台市，2013年4月，東北大
学内に国際産学連携集積エレ
クトロニクス研究開発センター
を建設し、寄贈・竣工）

■アマゾンジャパン

（仙台市，2012年2月カスタ
マーサービスセンター開設）

人口：平成22年総務省統計局国勢調査（人口速報集計），GDP：内閣府経済社会総合研究所県民経済計算（平成22年度），年間商品
販売額：経済産業省経済産業政策局平成19年商業統計調査，製造品出荷額等：経済産業省経済産業政策局平成22年工業統計調査，
事業所数・従業者数：総務省統計局平成24年経済センサス基礎調査
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資料：平成19年商業統計調査

（百億円）

仙台市は，周辺を加えた都市圏人口で150万人規模を擁する，東北経済圏の中心として，GDP
や年間商品販売額などにおいて高い割合を占めています。 「サービス業」 や「卸売・小売業」を

中心とした商都として，産業もさまざまな業種からバランスよく構成されています。
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仙台NEWS① （2013年5月）

2015年３月「第3回国連防災世界会議」 仙台で開催決定!! 

今後の世界の防災戦略を策定するため，国連全加
盟国（193カ国），国際機関，NGO等が参加して開催

される国連主催の会議です。
会議期間中は様々な関連事業が一般に公開され，

本体会議で約5千人，関連事業で約4万人以上の参加

が見込まれます。

前回（2005年）兵庫会議には首相や各国閣僚が

参加し，天皇・皇后両陛下のご臨席も賜りました。

東日本大震災の教訓を後世に伝え，防災・復興の取り組みを世界に
発信し，国連と連携して世界の防災文化発展に貢献します。

国連防災世界会議とは

仙台は防災の
「ロール・モデル（模範）都市」

仙台市は、コミュニティレベルの
減災推進とそのために行動する人
づくりのロール･モデル（模範）都市

として、国連から認定されました。

ロール・モデル都市として、様々
な国際会議で仙台・東北の教訓を
世界に発信しています。

【前回会議の様子】

地下鉄東西線（仮称）国際セン
ター駅（2015年開業予定）に隣接

した新たなコンベンション施設を整
備中。第３回国連防災世界会議に
おいても使用される予定です。

新たなコンベンション施設の整備
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仙台NEWS② （2013年6月）

国宝「慶長遣欧使節関係資料」がユネスコ記憶遺産に登録決定!!

ユネスコが実施する「記憶遺産」事業の日本国内推薦物
件に選ばれていた仙台市博物館所蔵の「慶長遣欧使節
関係資料」（国宝）が，2013年6月18日，ユネスコ記憶遺
産として登録されました。

・登録資料

「国宝 ローマ市公民権証書」 「国宝 支倉常長像」

「国宝 ローマ教皇パウロ五世像」

今年は，支倉常長が大使を務めた慶長遣欧使節が日本
を出発して400年。仙台市博物館では，支倉常長の肖像
画など常長が持ち帰った国宝「慶長遣欧施設関係資料」
を展示しています。

また，１０月４日から１１月１７日までは記念特別展を開
催しています。

支倉常長像
（国宝 慶長遣欧使節関係資料）
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仙台市震災復興計画

１ 位置付け

・平成２３年度から平成２７年度までの５年間。

・長期的視点により取り組むべき課題については，計画
期間終了後においても計画的な取り組みを継続。

・市民一人ひとりの貴重な経験や知恵を結集し，「ともに，
前へ」歩みを進めていく。

「新次元の防災・環境都市」の実現を目指し，しなやかで
より強靭な都市の構築に向けて，多様で幅広い市民力と
ともに，復興を推進していく。

①津波防災・住まい再建プロジェクト

②市街地宅地再建プロジェクト

③生活復興プロジェクト

④農と食のフロンティアプロジェクト

⑤海辺の交流再生プロジェクト

⑥防災・仙台モデル構築プロジェクト

⑦省エネ・新エネプロジェクト

⑧仙台経済発展プロジェクト

⑨交流促進プロジェクト

⑩震災メモリアルプロジェクト

①生活再建支援

②農業の再生

③宅地の安全確保と復旧支援

④地域商業支援

⑤原発事故への対応

①「減災」まちづくり

②「省エネ・新エネ」対応型まちづくり

③支えあう「自立」・「協働」まちづくり

④東北の復興を牽引する「交流・活力

創出」まちづくり

①「絆」と「協働」による柔軟で創造的な推進

②各主体の果たすべき役割

③持続可能な財政運営と整合する計画の推進

④復興特区の活用

⑤実施計画による計画的な推進

２ 計画期間

３ 基本理念

４ 百万人の復興プロジェクト

５ 暮らしと地域の再生 ６ 復興まちづくり

７ 復興計画の推進
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復興計画の概算事業費

平成２５年２月試算 8,550億円

①避難所運営 ２３

②住宅応急修理 １９７

③被災者救出・埋葬 ８

④弔慰金・見舞金・貸付金 ５８２

⑤その他 １３

①ライフライン（上下水道・ガス） ９６４
②生活衛生関係（ごみ処理施設・斎場等） １６
③都市基盤整備（道路・公園・河川等） ３９４
④市民利用施設関係（学校・地域施設等） ３３９
⑤その他公共施設関係（庁舎等） ２３
⑥災害廃棄物処理 ９５５

１ 災害救助費関連 約820億円

２ 公共施設復旧等 約2,690億円

①津波防災・住まい再建プロジェクト ２，０６１

②市街地宅地再建プロジェクト ３４５

③生活復興プロジェクト １３０

④農と食のフロンティアプロジェクト １０２

⑤海辺の交流再生プロジェクト １０２

⑥防災仙台モデル構築プロジェクト ４３２

⑦新エネ・省エネプロジェクト ２５

⑧仙台経済発展プロジェクト １，６２２

⑨文化・交流創出プロジェクト ４７

⑩震災メモリアルプロジェクト ２

⑪その他の事業 １６７

３ 復興・再生事業 約5,040億円

※平成25年度当初予算時点の試算であり，具体的な事業の検討・事業費の精査，予算措置
段階での復興交付金・復興特別交付税の措置状況により変動。

※他の施行主体（国・県等）による関連事業費は不参入。

※復興交付金基金積立金及び震災復興基金積立金については，上記に算入していない。
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東日本大震災に係る財源確保①

（１）趣旨

著しい被害を受けた地域の速やかな復興のために，被災した地方公共団体が自らの復興プランの下で進める

地域づくりを財政面で支援することを目的に創設されたもの

（２）交付額（平成２５年９月末時点）

第１回～６回 合計 約１，２５３億円

※一部の事業は本市提出の事業計画に基づいて複数年度分が交付されたため，東日本震災復興交付金基金へ

積み立て，後年度の事業財源として活用予定 （Ｈ２４年度末基金残高 １，０５２億円）

（３）主な事業

○災害公営住宅整備事業 ○造成宅地滑動崩落緊急対策事業 ○防災集団移転事業

○東部復興道路（塩釜亘理線）整備事業 ○被災者雇用創出事業 ○被災地域農業復興総合支援事業 など

１ 東日本大震災復興交付金基金

（１）趣旨

被災地の復旧・復興に向けた国庫補助事業などの地方負担分を実質ゼロとすることや，税や使用料・手数料

などの減免を補てんすることを目的に措置されたもの

（２）交付額（平成２５年９月末時点）

平成２３年度決算 約４９５億円

平成２４年度決算 約２４１億円

平成２５年度予算 約１６７億円

（３）主な対象経費

○直轄・補助事業の地方負担分 ○単独災害復旧事業 ○地方税等の減収分

○中長期職員派遣経費 ○風評被害対策経費 など

２ 震災復興特別交付税
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東日本大震災に係る財源確保②

（１）趣旨

被災団体が地域の実情に応じて，住民生活の安定やコミュニティの再生，地域経済の振興・雇用維持等に

ついて，単年度予算の枠に縛られずに弾力的かつきめ細かに対処できる資金として，基金を創設

（２）仙台市の状況

①復興基金型特別交付税（Ｈ２３国補正）

宮城県へ６６０億円が配分され，宮城県ではこのうち半分の３３０億円を県内市町村に配分

（人口規模，地域振興対策，仮設住宅対策・津波被害対策等の一定の外形的な基準を設定し各市町村への配分額を決定）

仙台市には約５８億円交付

②津波被災地域の住民の定着促進のための震災復興特別交付税の増額（Ｈ２４国補正）

宮城県へ７０９億円が配分され，県の復興基金をあわせ７２８億円を沿岸部市町村に配分

（津波浸水区域における全壊戸数や持家比率等の一定の基準を設定し各市町村への配分額を決定）

仙台市には約３５億円交付

３ 「取崩し型復興基金」

仙台市では、この交付金等を“震災復興基金”に積み立て復興事業の財源として活用!!

● 平成24年度決算までの累計

寄付金

宝くじ収入（復興支援分）

震災復興基金交付金（県補助金）

特別交付税等

震災復興基金
約２２７億円

約２２億円

約２８億円

約８６億円

約９１億円

● 震災復興基金を活用した主な復興事業
・ 中小企業等利子補給
・ 被災宅地再建（独自支援）
・ 被災地域農業復興総合支援

注） 23年度（0.4億円）及び24年度
（33.2億円）に取り崩しを行っているた
め，基金残高は約194億円
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☆復興への歩みを着実に，そして迅速に
平成25年度予算では，「百万人の復興プロジェクト」を推進していくほか、「学びを多彩な活力につなげる都市づくり」，

「地域で支えあう心豊かな社会づくり」，「自然と調和した持続可能な都市づくり」，「人をひきつけ躍動する仙台の魅力

と活力づくり」の４つの分野を柱とし，以下の施策や事業を重点的に行います。

【重点的に取り組む主な事業】

百万人の復興プロジェクト

津波防災・住まい再建プロジェクト （57,817），市街地宅地再建プロジェクト（16,929），生活復興プロジェクト（1,899），農と食のフロンティアプロジェクト
(2,356)，防災・仙台モデル構築プロジェクト（2,730），仙台経済発展プロジェクト（927） など

学びを多彩な活力につなげる都市づくり

創造都市推進（336），ミュージアム連携（14），学都推進（36），確かな学力育成（796），学校教育施設整備（5,515），学都・劇都の推進（347），仙台国際
音楽コンクール開催（262），国際スポーツイベント等開催（92），プロスポーツ支援（16） など

地域で支えあう心豊かな社会づくり

子ども・子育て支援新制度円滑移行推進（4,715），すこやか子育てプラン推進（30,439），認可保育所整備等（３２１），市民健康づくり推進（5,754），市立病
院移転新築（13,184），高齢者・障害者保健福祉の推進（20,894），男女共同参画の総合的推進（568） など

自然と調和した持続可能な都市づくり

低炭素都市づくり推進（85），ごみ減量・リサイクル推進（3,244），百年の杜づくり推進（458），東西線フル活用プラン2013推進（962），IC乗車券導入
（927），土地区画整理（5,051），市営住宅建設等（23,199），道路新設改良（9,005） など

人をひきつけ躍動する仙台の魅力と活力づくり

観光振興（840），国際経済・国際観光推進（145），産業活性化・雇用対策推進（27,263），農商工連携推進（41），農林業振興（2,558），青葉山公園整備
（1,026），その他公園整備（899） など

※ （ ）内の数字の単位は百万円

平成2５年度予算の重点施策
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1,752 1,684 1,714 1,584 1,680

207 226 228 416 391

582 663 604

968
569

1,602
1,848

2,819

2,821

1,866

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

市税 交付税 市債 その他（億円）

5,461

4,143
4,421

構成比

51.7%

10.4%

7.1%

30.8%

4,412

一般会計当初歳入予算の推移

5,787

【25年度当初歳入予算の概要】

① 歳入合計は，震災関連補助金の減少
や，地下鉄東西線建設に伴う高速鉄道
事業会計への出資等のための市債の
減少等により，対前年度△5.6％（約
326億円減）となっています。

② 市税収入は，対前年度比＋6.0％（約
96億円増）となっています。東日本大
震災の影響等により減少していた市民
税や固定資産税の回復が見込まれる
こと等によるものです。

③ 地方交付税は，対前年度△6.0％（約
25億減）となっています。地方公務員
給与削減の影響等によるものです。

④ 市債は，対前年度比△41.2％（約
△399億円減）となっています。災害援
護資金貸付事業のための借入や，高
速鉄道事業債が減少したこと等による
ものです。
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2,238
1,985
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21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

人件費 扶助費 公債費 投資的経費 その他

【25年度当初歳出予算の概要】

① 歳出合計は，災害復旧費が減少した
こと等により，対前年度比△5.6％（約
325億円減）となっています。

② 人件費，扶助費及び公債費を合計した
義務的経費は，対前年度比＋0.7％
（約15億円増）となっています。

③ その中で，扶助費は，対前年度比＋
2.5％の伸び（約22億円増）となってい
ます。

④ 投資的経費は対前年度比△6.4％（約
89億円減）となっています。復興公営
住宅建設費や東部復興道路整備費が
増加したものの，災害廃棄物処理等の
災害復旧費が大幅に減少したこと等に
よるものです。

（億円）

4,143

4,421
4,412

構成比

36.3%

24.0%

11.2%

16.4%

12.1%

5,461

一般会計当初歳出予算（性質別）の推移

5,787
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5,000
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市税 交付税 市債 その他

【２４年度歳入決算の概要】

① 歳入合計は，復興事業に伴う復興交付金
が増えたこと等により，対前年度＋5.6％
（約330億円増）となりました。

② 震災の影響等により前年度減少していた
市税は，個人市民税等の増により，対
前年度＋7.3％（約116億円増）となりまし
た。

③ 地方交付税は，震災復興特別交付税の減
により対前年度比△41.7％（約370億円
減）となりました。

④ 市債は，地下鉄東西線建設に伴う高速鉄
道事業会計への出資債等の増などにより，
対前年度＋11.4％（約77億円増）となりま
した。

（億円）

4,082

4,299
構成比

52.3%

12.1%

8.3%

27.3%

4,073

一般会計歳入≪決算≫の推移

5,900
6,230
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一般会計歳出≪決算≫の推移

660 656 663 658 639

560 611
776 838 830

627 624
583 602 604

511 477
368

890 943

1,697
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1,571

2,725
2,964
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2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

人件費 扶助費 公債費 投資的経費 その他

4,055
4,277

3,961

5,713

5,980

【２４年度歳出決算の概要】

① 歳出合計は，震災関連事業費の増など
により，対前年度費+4.7％増（約267億
円増）となりました。

② 人件費，扶助費及び公債費を合計した
義務的経費は，対前年度比△1.2％
（約25億円減）となりました。

③ このうち，扶助費は，災害弔慰金等
支給額の減などにより，対前年度比
△0.9％（約8億円減）となりました。

④ 投資的経費は，普通建設事業費のうち，
震災関連事業費の増により，対前年度
比+5.9％（約53億円増）となりました。



16

（参考）震災関連事業費の状況（速報値）

◆ 震災関連事業費の増減 ◆ 主な増減理由

・防災集団移転促進 92億円増

・被災宅地支援 64億円増

・復興公営住宅整備 63億円増

など

復興関連費

＋484億円

・災害廃棄物処理 71億円減

・道路災害復旧 43億円減

・学校施設災害復旧 51億円減

など

災害復旧費

▲205億円

・災害援護資金貸付金 71億円減

・災害弔慰金 26億円減

・災害住宅応急修理 63億円増

など

災害救助費

▲60億円

主な増減理由費用

807

1,291

620

415
261

201

0

500

1000

1500

2000

23年度決算 24年度決算

災害救助費

災害復旧費

復興関連費

（億円）

1,688

1,907
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仙台市は，安定した財政運営の指標の一つである実質収支が黒字の決算を続けています。
※実質収支＝歳入総額－歳出総額－翌年度へ繰り越すべき財源

（百万円）（億円）

実質収支の状況（普通会計決算）

4,182

4,038
3,958 3,937

4,110

4,348

4,108

5,912

6,244

4,034

5,989

5,722

3,994

4,323

4,076

3,8973,9033,9553,966

4,118

586
664

787

1,247 1,229

4,392

357

552

403 383

3,000

4,000

5,000

6,000

15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

0
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1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

歳入総額 歳出総額 実質収支

実質収支の中には，25年度以降において返還等が必要となる災害援護資金
貸付金債や災害廃棄物処理費補助金が含まれており、こららの特殊要因を
除いた実質的な実質収支は882百万円です。
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（億円）

プライマリーバランスの状況（普通会計決算）

平成１２年度以降黒字を維持しておりましたが，平成２３年度以降は震災関連事業（災害援護資金
貸付事業等）のための市債借入のほか，27年度の開業に向けてピークを迎えている地下鉄東西線
建設に伴う出資等のための借入が増加したこと等により赤字に転じております。

※プライマリーバランス＝（歳入－翌年繰越財源－市債発行額）－（歳出－公債費）



19

使用料や保険料などの特定の収入で特定の事業を行い，他の一般の事業と経理を区分する「特別
会計」は，仙台市に１０会計あります。いずれの会計も，実質収支は均衡又は黒字となっています。

（単位：百万円）

歳入総額
A

歳出総額
B

差　引
C(A-B)

翌 年 度
繰越財源

D

実質収支
C-D

8,527 7,623 904 298 606

108,913 107,035 1,878 0 1,878

3,314 3,251 63 63 0

2,015 2,015 0 0 0

349 349 0 0 0

111,713 111,713 0 0 0

259 92 167 0 167

867 856 11 1 10

61,023 60,238 785 0 785

8,687 8,634 53 0 53

305,667 301,806 3,861 362 3,499

会 計 名 会 計 の 概 要

都 市 改 造 市施行土地区画整理事業等の実施

国 民 健 康 保 険 国民健康保険事業の運営

中 央 卸 売 市 場 中央卸売市場の整備・管理運営

公 共 用 地 先行 取得 公共用地の先行取得

駐 車 場 市営駐車場の管理運営

公 債 管 理 公債償還の管理

母子寡婦福祉資金貸付 母子世帯等への福祉資金の貸付

新 墓 園 いずみ墓園の整備・管理運営

介 護 保 険 介護保険事業の運営

特 別 会 計 合 計

後 期 高 齢 者 医 療 後期高齢者医療事業の運営

平成２４年度特別会計決算の概要
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下水道事業 自動車運送事業 高速鉄道事業 水 道 事 業 ガ ス 事 業 病 院 事 業 合 計

収 入 A 26,998 10,388 16,633 27,800 40,865 13,081 135,765

支 出 B 27,839 10,532 11,545 25,144 39,272 12,687 127,019

差 引 C=A-B △ 841 △ 144 5,088 2,656 1,593 394 8,746

△ 998 △ 167 4,068 2,428 567 392 6,290

△ 5,043 △ 5,573 △ 97,659 1,679 △ 26,882 △ 3,296 △ 136,774

収 入 D 21,149 613 53,267 3,226 5,382 2,436 86,073

前･翌年度支出
の財源充当額

E 129 0 0 0 0 0 129

支 出 F 33,296 893 61,503 11,143 10,354 2,634 119,823

差 引 G=D-E-F △ 12,276 △ 280 △ 8,236 △ 7,917 △ 4,972 △ 198 △ 33,879

H 18,483 334 6,591 13,774 7,663 3,554 50,399

I 0 0 0 0 0 0 0

J 23 0 4 0 538 0 565

K=G+H+I+J 6,230 54 △ 1,641 5,857 3,229 3,356 17,085

10,617 2,588 26,043 1,026 1,829 2,386 44,489

未 処 理 剰 余 金 （ △ 欠 損 ）

（参考）一般会計からの繰出し金

資
本
的
収
支

補 て ん 財 源

資 本 費 負 担 緩 和 債

当年度末資金剰余額

災害復旧事業債
(営業費用充当分）

区 分

収
益
的
収
支

当 年 度 純 損 益 ( 税 抜 )

平成２４年度企業会計決算の概要

公共サービスなどに対する料金収入により独立採算で運営し，民間企業の会計手法を取り入れた「企業

会計」は仙台市に６会計あります。公益性と事業性のバランス確保のため，不断の経営努力を重ねています。
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7,040 7,266 7,333 7,379 7,342 7,299 7,357 7,473 7,718
8,048

6,024 6,082 6,002 5,910
5,740

5,587 5,492
5,320 5,288 5,297

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000
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（億円）

24年度末残高 8,048億円3.2% 0.9% 0.6% △0.5% △0.6% 0.8%

対前年度伸び率

通常債ベース残高 5,297億円

1.6%

一般会計市債残高の状況

4.7%

3.3%

市債発行額の着実な抑制に取り組んでおり，平成１７年度末から市債（通常債※）残高が減少基調に
あります。平成24年度決算では，地下鉄東西線建設に伴う出資等のための借入が増加したこと等により，
前年度と同程度の水準（９億円の増）にとどまりました。

※地方交付税の不足分を補うために発行する臨時財政対策債等を除いた市債のことです。

4.3%
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市民一人当たり市債現在高
（円） （平成24年度末現在，速報値）

市民一人当たり市債残高（普通会計）
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元金 利子等
償還積立金 歳出総額に占める公債費の割合

○24年度は，対前年度＋0.3%（約
2億円増）となっています。
※16年度から，借換債を特別

会計で計上しております。

○満期一括償還に備えるため
基金積立を行っております。

○行財政改革プラン2010に沿った
公債費の抑制を依然継続して
おります。

（億円）

公債費割合

１０．１％

629634
595592

624

770

627

一般会計公債費の推移

585
604 606
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市場公募債 銀行等引受債 政府資金等

○24年度は，高速鉄道事業
出資等のための借入や借換
債の増などにより対前年度
比＋16.4％（約156億円増）
となりました。

○今後も市場公募債の発行額
は，一定額の確保に努めて
いきます。

778

663

（億円）

資金の
構成比

812

672

900872

1,043

43.4%

10.6%

46.0%

市債発行の状況（一般会計＋特別会計）

880

953

1,109
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基 金 名 残 高 基　金　の　概　要

財 政 調 整 基 金 261 財源の過不足等を調整するための基金

市 債 管 理 基 金 806 市債の償還の財源を計画的に確保するための基金

高 速 鉄 道 建 設 基 金 519 高速鉄道の建設，運営及び関連事業に必要な資金を積み立てるための基金

百 年 の 杜 づ く り 推 進 基 金 29 市街地や周辺地域での緑の保全及び創出に関する施策の推進のための基金

環 境 保 全 基 金 69 地域に根ざした環境保全活動を展開するための基金

福 祉 基 金 15 福祉事業の推進を図るための基金

文 化 振 興 基 金 19 文化施設の整備及び文化活動の推進のための基金

仙 台 城 史 跡 整 備 基 金 7 仙台城の史跡の保存及び活用を推進するための基金

土 地 開 発 基 金 179 公共用地などをあらかじめ取得するための基金

国民健康保険事業財政調整基金 2 国民健康保険事業の財政調整のための基金

介 護 保 険 事 業 財 政 調 整 基 金 19 介護保険事業の財政調整のための基金

震 災 復 興 基 金 194 東日本大震災からの復興に関する事業の推進を図るための市の独自基金

東日本大震災復興交付金基金 1,052 復興特区法に規定する復興交付金事業等に必要な資金を積み立てるための基金

合 計 3,171

【平成24年度末残高】

各種基金の状況

（単位：億円）
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財政調整基金 市債管理基金(減債基金） 高速鉄道建設基金

震災復興基金 東日本大震災復興交付金基金
（億円）

地下鉄東西線建設事業へ備えて着
実な積立を行っています

将来の市債償還に備えて着実な積立を行っています

主な基金残高の推移
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財政調整基金残高 市債管理基金（減債基金）残高 その他特定目的基金残高

2,222

562

97

286

1,887

603

341 339 332

（億円）
（平成24年度末現在，速報値）

440

291259
353357

基金残高の他都市比較（普通会計）

339
380

140

600

177 154

「その他特定目的基金残高」のうち，
復興関係基金残高は約1,246億円です。
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仙台市が１／４以上出資する団体は，平成２４年度決算時点で株式会社，財団法人等合わせて

２９団体となっています。

これらについては，予算・決算状況の公表などの情報の公開に努めているほか，健全経営を継
続することなどを目的に，「外郭団体の指導・調整等に関する指針」を定め，定期的な経営状況の
調査や必要な指導などを行うとともに，「経営評価シート」を公表しています。

また，公認会計士等外部の専門家で構成する「外郭団体経営検討委員会」において，決算に基
づき，経営状況の評価を行っています。

仙台市の外郭団体は，事業の弾力的，効率的運営を図るため，市民利用施設の管理運営や
種々の公益事業を行っていますが，さらに効率的な事業展開を進めるため，①外郭団体の統廃合
等，②事業運営の見直し，③組織の活性化，④情報公開の推進に取り組み，管理運営の適正化を
図っていきます。

【これまでの主な統廃合実績】
H２５ （財）仙台市障害者福祉協会の解散
Ｈ２４ （公財）仙台ひと・まち交流財団と（財）勤労者福祉協会の統合
H２３ （株）仙台交通と（財）交通事業振興公社の統合
Ｈ２１ （財）勤労者職業福祉センターの廃止
Ｈ１６ （財）市民文化事業団と（財）歴史文化事業団の統合
Ｈ１３ （財）在宅福祉サービス公社と（財）健康福祉事業団の統合

外郭団体の状況
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外 郭 団 体 出資
比率

正味財産
増減額
又は

純損益
(千円）

市補助
金額

（千円）

損失補償に
係る

債務残高
(千円）

外 郭 団 体 出資
比率

正味財産
増減額
又は

純損益
(千円）

市補助
金額

（千円）

損失補償に
係る

債務残高
(千円）

仙台市土地開発公社 100.0% △ 18,407 49,853 0 （一財）みやぎ産業交流センター 25.3% △ 35,696 0 0

（公財）仙台ひと・まち交流財団 100.0% 143,902 99,594 0 （株）仙台港貿易促進センター 32.5% 382,277 0 0

（株）たいはっくる 25.0% 3,972 0 0 （公財）仙台観光コンベンション協会 34.9% 2,365 168,987 0

（公財）せんだい男女共同参画財団 100.0% △ 24 33,009 0 （公財）瑞鳳殿 65.6% 20,795 0 0

（公財）仙台国際交流協会 100.0% △ 718 83,352 0 （財）仙台湾漁業振興基金 50.0% △ 3,378 0 0

（公財）仙台市スポーツ振興事業団 100.0% 1,617 150,172 0 （財）仙台市農業園芸振興協会 100.0% △ 371 34,580 0

（公財）仙台市市民文化事業団 100.0% 25,031 515,547 0 （公財）仙台市建設公社 50.0% 10,531 7,234 1,842,392

（公財）仙台フィルハーモニー管弦楽団 83.2% △ 58,629 309,915 0 （公財）仙台市公園緑地協会 50.0% 22,221 15,194 0

(社福）緑仙会 99.0% 0 0 0 （公財）仙台市水道サービス公社 49.5% 17,069 0 0

（公財）仙台市健康福祉事業団 100.0% △ 9,753 191,306 0 仙台交通（株） 100.0% 11,727 0 0

（公財）仙台市医療センター 60.0% 509,604 693,896 0 仙台ガスサービス（株） 100.0% 33,834 0 0

（公財）仙台市救急医療事業団 100.0% 0 0 0 仙台ガスエンジニアリング（株） 100.0% 37,315 0 0

（株）仙台市環境整備公社 50.0% 20,312 0 0 仙台エルピーガス（株） 48.0% 11,604 0 0

（公財）仙台市産業振興事業団 100.0% △ 41,751 328,306 0 （株）クリーンエナジー 46.7% 1,600 0 0

（株）仙台ソフトウェアセンター 31.3% 23,752 0 0 計 1,110,801 2,680,945 1,842,392

外郭団体の平成24年度決算状況
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◎保有土地 ◎５年以上保有土地（代替地を含む）

資産区分 面積（㎡） 簿価（千円）

道路用地 166 142,178 面積（㎡） 簿価（千円） 面積（㎡） 簿価（千円）

学校用地 25,869 3,590,351 5年以上10年未満 4,126 427,634 3,357 274,036

公園用地 122 223,845 10年以上 79,649 7,134,056 88,057 8,283,257

その他公共施設用地 19,878 2,086,563 合計 83,775 7,561,690 91,414 8,557,293

代替地 37,740 1,518,753

合計 83,775 7,561,690

平成24年度末 平成23年度末
資産区分

保有資産の状況（平成２４年度末）

土地開発公社の状況

69.5 65 .9

42 .8
32 .1

25 .3
19 .8 19 .0 15 .4 14 .4

9 .2 8 .4

76

501

184

654

417

228

87

340

685

260

176

0

20

40

60

80

100

120

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 Ｈ24

0

100

200

300

400

500

600

700

800

保有地面積 保有地簿価面積（ha） （億円）

着実に縮減

公社保有地の推移



31

健全化判断比率・資金不足比率

実質赤字比率
一般会計等（一般会計，公共用地先行取得事業特別会計等：ほぼ

普通会計に相当）の実質収支額の合計が赤字となった場合，標準財
政規模（標準的な一般財源の規模）に対する赤字額の割合

連結実質赤字比率
一般会計，特別会計の実質収支額，地方公営企業会計の資金過不

足額の合計が赤字となった場合，標準財政規模に対する赤字額の
割合

実質公債費比率

標準財政規模に対する「公債費，企業債元利償還金充当の一般会計

繰出金などの合計額」の割合（公債費等へ充当される特定財源，地
方交付税で措置される部分を除く）

将来負担比率

標準財政規模に対する「市債残高，一般会計繰出金の充当が見込ま

れる企業債残高，土地開発公社の負債，３セク等への損失補償債務
に係る負担見込額などの合計額」の割合（公債費等に充当が見込ま
れる特定財源，地方交付税措置が見込まれる部分を除く）

資金不足比率

公営企業ごとの資金不足額の事業規模（事業収入）に対する比率

5都市7事業

で資金不足
が発生

132.7％

11.2％

１都市で

赤字

赤字なし

政令指定

都市平均

（速報値）

－経営健全
化基準

20％

資金不足が発生
している公営企
業会計なし

公営企業に
おける資金
不足比率

－400％141.2％将来負担
比率

35％25％11.3％実質公債
費比率

30％16.25％赤字なし連結実質
赤字比率

20％11.25％赤字なし実質赤字
比率

財政

再生

基準

早期

健全化

基準

仙台市
（24年度決算）

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により，健全化判断比率及び資金不足比率を監査
委員の審査に付して議会へ報告のうえ公表するとともに，健全化判断比率等が一定の基準を超えた場合
は，財政健全化計画，財政再生計画を策定することなどが義務付けられています。

仙台市は，全比率において早期健全化基準等を下回り，「健全段階」となっております。

※早期健全化基準及び財政再生基準は仙台市の適用基準。
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経常収支比率は，市税や地方交付税のよ

うに毎年度経常的に入る収入に占める人件

費や公債費その他の経常的経費に充てられ

た割合を示す指標です。

この値が高いほど，臨時の財政需要に充

てる財源が少ないことを表しており，財政構

造が弾力的でないとされています。

震災の影響による市税収入の減により，前

年度は数値が悪化しましたが，今年度は震

災前の水準まで回復しました。

財政力指数・経常収支比率・実質公債費比率
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財政力指数は，地方公共団体の財政力を

示す指数で，基準財政収入額を基準財政需

要額で除して得た数値の過去3年間の平均値

です。

財政力指数が高いほど，普通交付税算定上

の留保財源が大きいことになり，財源に余裕

があるといえます。

本市は，前年度と比べ0.009ポイント減少し

ました。

財政力指数 経常収支比率
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仙台市 政令市

実質公債費比率は，公債費及び公営企業債

元利償還金充当の一般会計繰出金などの合

計額が標準財政規模に占める割合の過去3年

間の平均値です。

本市は，前年度と比べ0.3ポイント減少しまし

た。

実質公債費比率
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仙台市では，平成7年以来，行財政改革計画を策定し，歳出削減や歳入確保など，効率的な行財政
運営に取り組み，一定の効果をあげてきました。

現在は，今年3月に中間見直しを行った「行財政改革プラン2010〈中間見直し〉」に基づき，次の3つを
柱として，行財政改革に取り組んでいます。

平成25年度当初までに，見直しで新たに加えた１１の項目を含め，計画に掲げる112の実施項目のう
ち，92項目について完了または現在取組みを進めております。主な実施内容は，次のとおりであり，累
積効果額は約89億円となっております。

今後，東日本大震災からの復旧・復興を進めていくためにも，引き続き行財政運営の一層の効率化と
適正化を進めていきます。

仙台市の行財政改革～行財政改革プラン2010〈中間見直し〉

■持続可能な財政基盤の確立と効率的・効果的な行政経営

■市民とともに進める行政経営

■市役所の自己変革

３つの改革の柱と平成25年度当初までの主な実施内容

○ 税・使用料・手数料等の収入確保の推進
○ 市有地等市有財産の売却処分と有効活用の推進

○ 「仙台市市民協働事業提案制度」を実施するなど市民協働による事業，施策の展開
○ 体育館等スポーツ施設の指定管理者について公募を実施するなど，民間活力の活用を推進

○ 特別研修において全課公所を対象としたOJT推進セミナーを開催するなど，人材育成機能を強化
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地下鉄東西線事業について

地下鉄東西線の整備により，現在１日約15万人の市民に利用されている地下鉄南北線や，ＪＲ線とともに安全性

や定時性等に優れた環境にやさしい交通ネットワークができます。交通渋滞の緩和はもちろん，市民の行動範囲が
広がることで，新たな交流が生まれ，都市文化やビジネスの育成・地域の活性化なども大きく期待されます。

事業の概要

建設区間：動物公園駅～荒井駅

営業キロ：約13.9km

総建設費：2,298億円

機種：リニアモーター地下鉄

開業予定：平成27年度

工事の進捗状況

・平成２５年７月，トンネルが全線貫通し
ました。
・土木工事の進捗に伴い，レールの敷設
等の軌道工事や，駅，車庫，変電所の建
築設備工事等を進めています。
・車両のデザインも決定し，２６年度から
順次編成ごとに車庫へ搬入予定となって
います。
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地下鉄東西線事業の財政的裏づけ

元金

467

億円
元金

571

億円

利息

206

億円
利息

251

億円

仙台市の

実質負担額

822億円

総 額

１,495億円

仙台市が負担する分です

これに利息分４５７億円を加えた

１，４９５億円が返済の総額です

仙台市 1,038億円

【事業収支計画】
損益収支
単年度黒字化 １０年目
累計黒字化 ２４年目

資金収支
単年度黒字化 ９年目
累計黒字化 １２年目

国の補助金

東西線では国庫補助金として

519億円が交付されます。さらに

仙台市の一般会計が負担する

出資金・補助金1,038億円を全額

市債で借入れますが，その返済時

には，国から673億円の地方交付

税を見込んでいます。

企業債

東西線建設費の一部741億円は，

仙台市交通局が企業債を発行し

て調達し，開業後に運賃収入など

で返済していきます。

基金

他都市ではあまり例を見ない独

自の｢高速鉄道建設基金」があり，

昭和51年から法人関係の税金の

一定部分を積立てています。平成

24年度末現在の残高は約519億

円であり，東西線の建設費用を支

えています。
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■歳入の見通し（図1）

市税収入の減少が回復基調にある一方で，復興関連事業の進捗に伴いその財源である復興交付金や復興特別交付税が

減少していくため，歳入総額は減少していく見通しです。

■歳出の見通し（図2）

福祉関係費等の増大等による増額要素がありますが，東西線開業や復興関連事業の進捗に伴う逓減等により，歳出総額

は減少していく見通しです。

（25年８月試算）

図１　歳入の見通し（単位：億円）
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図２　歳出の見通し（単位：億円）
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平成２５年度市場公募地方債発行計画

平成25年度の市場公募地方債の発行額は，共同発行（10年債）で360億円，仙台市個別銘柄
による発行（5年債）で150億円の合計510億円を予定しております。

（単位：億円）

銘柄 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

共同発行
（10年）

30 30 30 50 30 30 40 30 30 30 30 360

個別発行
（５年）

150 150

合計 30 30 30 50 30 30 40 30 30 150 30 30 510

年限 発行額 表面金利 発行価格 年限 発行額 表面金利 発行価格 年限 発行額 表面金利 発行価格

1月 5年 150億 0.54% 99.98円 5年 150億 0.36% 99.95円 5年 150億 0.22% 99.97円

平成24年度

発行月

平成22年度 平成23年度

仙台市個別銘柄による発行状況
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【本資料に関するお問合せ先】

仙台市財政局財政課資金係

〒980-8671
仙台市青葉区国分町三丁目7番1号
TEL 022-214-8112
FAX 022-262-6709
E-mail zai003010@city.sendai.jp

http://www.city.sendai.jp/

仙台市紋章 伊達家の紋章「三ツ引両（竪引両）」から考案され、仙台市の「仙」の字を図案化しています。


